
	会議名
	2023年度　全国自立援助ホーム協議会運営役員会　第9回

	日時
	2023年　12月13日（水）13：30～17：25
	場所
	オンライン

	出欠

敬称略
	出：串間・川口・本間・前川・鎌原・関口・恒松・内藤・野原

	
	欠：江頭・合木

	〇会長挨拶

	１，全国大会について

	
	○北海道ブロック内の振り返り
・分科会について、事前打ち合わせが不十分だったとの反省が挙がった。
・懇親会は余興が多過ぎたか。
・パークホテルからの請求書が未着。
○次年度大会について
・素案をブロック内で共有。

・日程、会場だけでも早めに決定できるとありがたい。



	２，一般社団法人介護福祉サポート協会の広告について

	意見
交換
対応
検討
	・こ家庁や他協議会への情報提供は済み。
・抗議文等に効力はないだろう。一部不正確な情報もあるが、最終的に受理する行政側の課題であろう。
・国から都道府県に情報提供してもらうのも有効か。
・防ぎようがなく、既に開設しているホームへの情報提供はさほど有効でない。

・協議会に加入していれば良いと感じられるに体制づくりに注力されたい。
・届出を受理する際にしっかり対応されたい。Ex:児童福祉の知識経験を求める。
・興味を持つ方もフランチャイズ料を求められた段階で撤退していくか。
・東北ブロック定例会で会員ホームから話題が挙がった。営利目的で開設しても、早々に淘汰されていくのではないか。
・開設テキストのようなものを欲しがる方もいた。
・専門部会で、都道府県社会的養育推進計画策定の際に設置数や基準について定めてもらいたいと進言してみる。
・ガイドラインを策定し、都道府県に活用を求めてはどうか。
・こういった活動自体は防ぎようがなく、開設後利用する子どもへの不利益につながらないように工夫するしかないか。

・最低基準を示してはどうか。
・協議会の対応に不満や、消化不良を感じさせることは心配。
・ホーム数が今後も増えていくと、暫定ホームが増えてくる。各地域で行政にアピールする方法もあるか。

・協議会が開設に関してもサポートをしていることをアピール、広報していく。
・開設時のQAや準会員制度の案内。
⇒今後の対応
・当該協会に対して、直接的な働きかけはしない。
・協議会の体制強化（入会メリット、開設サポート、質の向上等）に注力し、発信していく。


	３、ハンドブックについて

	
	○想い編

・毎年開設0周年ホームが寄稿。
・発行部数や配布方法は要検討だが、増刷はしない。
・発行業者の選定は？
⇒概ね承認。次回役員会までに工程（案）を出す。
○実践事例集
・アンケート集計、進捗報告。
・追記依頼ホームを選定中。

・今回のアンケートでは集約できていないが、職員育成や依存症についての取組に関心高いようで、個別で調査、取材をしていくかも。
○制度編
・企画（案）と執筆候補者の共有、協議。
⇒各制度や措置費解説本的な位置づけを期待。
・二種事業であることの強みや情報。

・事務費と事業費の取り扱いの説明。
・個人預り金について触れる必要ありか。
⇒これまでの経緯や上記のような基本的なことは冊子化。今後変わり得る制度や情報はHPに掲載（必要に応じて改変・修正）の二本立てはどうか。


	４，各委員会より

	三役
制度
政策
調査
研究

研修
広報
事務局

	○児家セン、FH三者協定について。
・11月29日に意見交換会開催。
・現時点では、相互協定は結ばず、交流促進、研修の相互参加等を推奨していく。
○あり方検討委員会
・次回は昨年度の児相アンケートについての振り返りを行う。
・調査研究委員会と合同委員会報告。
・アンケートの目的や趣旨をはっきりされたい。
・今後実施するアンケート（案）を共有。
（意見交換・質問）
・想定されていない入居者とは？⇒就労が難しい利用者。
・人員確保が難しく、配置基準の緩和が特例として可能か。⇔「専門的な職員が必要」とは矛盾する主張ではある。
・広報支援は既に予算組み済か。
・各委員から、困りごとや疑問について聴取を深めていきたい。
・ホーム人数調査準備中。
⇒発出や回収を早めにされたい。2月中旬に完了が望ましい。
・予算要望で上げたい数値を絞って、スポット調査をかけるのは可能であろう。
・今後個票調査（利用者・職員）の必要性も感じている。
⇒全数調査と続いて、回収し切れるのか？⇒次期は来年度以降。

・実践研究について精査、今後、困難事例についても調査進めたい。
・他種別協議会に調査協力をするのも効果的か。
・新任職員研修…進捗報告。応募人数は定員に達している。
・実践報告会…退居者支援について、講演とパネルディスカッション。
25名の参加申し込みあり。
こ家庁にも案内、情報共有されたい。
・企画力向上研修…2024年2月21、22日。
於：（東京）ホテルローズガーデン新宿。
　　　　　　　　　費用（交通費、宿泊費）を各ブロックから支出できまいか。
　　　　　　　　⇒各ブロック１名分は協議会から費用補助。
・委員会報告。たよりを3月に発行予定。
・SNSガイドライン（案）の確認、修正⇒承認。
・HP修正箇所の確認、修正⇒承認。
・来年度以降、協議会パンフレットの刷新が必要か。

・コスメバンク寄付。
・メーリングリストの使用について。会員ホーム以外からの配信は事務局でチェック入れる。
・会費未納入ホームあり。各ブロックで周知。
・ブロック活動費が未送金。口座開設が間に合わなければ、借受先を知らせる。


	５，その他

	・研修案内
南九州ブロックで開催。FH、児家セン各協議会の会長とのシンポジウムも企画されている。後日案内発出。
・会計基準策定について、監事との打ち合わせ日程調整進められたい。
○情報共有（串間会長より）
・年齢撤廃に伴い、退居のタイミングについてまで児相と協議が必要となると、入居打診を控えるしかないというスタンスの児相もあるよう。
・補助金の取り扱いについて。自立支援拠点事業を開始したが、県が予算を組んでおらず支出してもらえず。


	次回
	　日時：2024年　1月　10日(水)　13:30～:　場所：オンライン



